
Ⅲ．逆 引 振 替

逆引振替の特約先であるオンライン取引先（以下「逆引通知店」といいます。）は、日銀ネットを利用して、逆引通知を行うことができます。














１．「逆引通知」の送信

逆引通知店は、逆引通知を行う場合には、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：211201）に従い、「逆引通知」を日本銀行に送信します。
「逆引通知」の送信に当たっては、特に次の点に留意してください。

①被逆引店への連絡

「逆引通知」の送信に当たっては、被逆引店の当座勘定の引落資金不足の発生等不測の事態を回避する観点から、必ず、被逆引店に対して当該送信を行う旨を連絡（注）し、当該送信について被逆引店の承諾を得てください。

（注）金融機関等が出先拠点を指定する場合および現金関連取引専用当座勘定を通じた当座預金取引を行う場合には、逆引通知店および被逆引店が同一の営業所等となることがあります。この場合には、当該連絡は不要です。
②取消、訂正

　日本銀行が受信した「逆引通知」については、取消および訂正を行うことができません。
２．逆引振替の実行　　
　
日本銀行は、「逆引通知」を受信した場合には、被逆引店の当座勘定に引落資金が確保されているときに限り、当該「逆引通知」の内容にもとづき、遅滞なく、被逆引店の当座勘定からの引落および逆引通知店の当座勘定への入金を行います。
この場合、日本銀行は、逆引通知店に対して「当座勘定入金通知・逆引」（2112-00100)を､オンライン取引先である被逆引店（出先拠点にかかる当座勘定または現金関連取引専用当座勘定を引落口座とする被逆引店を除きます。）に対して「当座勘定振替済通知･逆引」（2112-00200）を、それぞれ送信します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2112-00200）

当座勘定振替済通知・逆引

  取引実行日　　　　　     

  当座勘定

  取引通番  引落口座      　     　　　　　　　　 金額　    　 当座勘定残高

  　　　　  　　　　（注１） 　　　　　　  　　　　　　　 円  　　　　　　　　 円（注２）

                                                          　　   担保余裕額

                                                           　　　　　　　　 円（注３）
当座勘定

  取引通番  入金口座
  　　　　　　　　　（注４） 　　　　　　
  備考  　　　　　　　　　　　　　　　   （注５）
  記事  　　　　　　　　　　　　　　                                     （注６）
  摘要  010  振替
（注１）被逆引店の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。

（注２）当座貸越取引先の場合において、引落後に当座貸越であるときは、当座勘定残高の冒頭に符号「－」を付して表示します。

（注３）当座貸越取引先の場合に限り表示します（それ以外の場合には、項目名を含め表示しません。）。

（注４）逆引通知店の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。
（注５）逆引通知店が、「逆引通知」において、当座勘定備考コードを指定した場合に限り表示します（それ以外の場合には、項目名を含め表示しません。）。なお、当座勘定備考コードを指定した場合であっても、当該当座勘定備考コードに対応する名称が設定されていないときは、名称の表示箇所にも当該当座勘定備考コードを表示します。

（注６）逆引通知店が、「逆引通知」において、記事を入力した場合に限り表示します（それ以外の場合には、項目名を含め表示しません。）。
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